
　

本
市
で
は
新
た
に
「
笠
間
市
相
撲
部
」
を
設
立
し

ま
し
た
。
東
日
本
実
業
団
相
撲
連
盟
へ
の
登
録
も
完

了
し
、
本
年
度
中
の
大
会
出
場
を
目
指
し
ま
す
。
部

員
は
、
本
市
の
行
政
職
お
よ
び
関
連
組
織
に
勤
務
し

て
い
る
職
員
を
対
象
と
し
て
お
り
、
2
名
で
の
ス

タ
ー
ト
と
な
り
ま
し
た
。

　

本
市
で
は
、
古
く
か
ら
相
撲
競
技
が
盛
ん
に
行
わ

れ
、
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
の
活
動
を
通
じ
て
、
多
く
の

子
ど
も
た
ち
が
相
撲
に
親
し
ん
で
き
ま
し
た
。
笠
間

市
相
撲
部
の
設
立
に
よ
り
、
中
学
、
高
校
、
さ
ら
に

は
プ
ロ
の
世
界
で
活
躍
す
る
人
材
を
育
て
、
ス
ポ
ー

ツ
の
振
興
を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。
ま
た
、
市
内
の

多
く
の
小
・
中
学
校
に
土
俵
が
設
置
さ
れ
て
お
り
、

現
在
も
各
種
大
会
が
開
催
さ
れ
る
な
ど
、
相
撲
文
化

が
し
っ
か
り
と
受
け
継
が
れ
て
い
ま
す
。

　

国
技
で
あ
る
相
撲
を
通
じ
て
、
礼
儀
や
忍
耐
力
、

挑
戦
す
る
心
を
育
む
こ
と
は
、
人
材
育
成
に
も
つ
な

が
る
大
切
な
取
り
組
み
で
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

今
後
は
、
相
撲
部
の
活
動
を
通
じ
て
、
本
市
の
魅
力

や
特
色
を
広
く
発
信
し
、
知
名
度
向
上
や
地
域
ス

ポ
ー
ツ
の
振
興
に
つ
な
げ
て
ま
い
り
ま
す
。

　

温
か
い
応
援
を
お
願
い
し
ま
す
。

笠間市相撲部の川
かわ

井
い

 誉
よし

久
ひさ

さん（左）と江
え

連
づれ

 春
はる

樹
き

さん（右）

笠
間
市
相
撲
部
発
足

叙
勲
受
章

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

令
和
８
年
春
の
叙
勲

令
和
８
年
春
の
褒
章

第
46
回
危
険
業
務
従
事
者
叙
勲

高
齢
者
叙
勲
（
令
和
７
年
12
月
～
令
和
８
年
５
月
）

2

瑞
宝
小
綬
章

岡お
か
の野　

栄え
い
じ治

さ
ん（
安
居
）

元　

茨
城
県
議
会
事
務
局
長

緑
綬
褒
章

小お

の野　

敬け
い
こ子

さ
ん（
旭
町
）

現　

食
生
活
改
善
推
進
員

瑞
宝
双
光
章

大お
お
か
ぶ株　

利と
し
ゆ
き之

さ
ん（
石
寺
）

元　

海
上
保
安
官

瑞
宝
双
光
章

斎さ
い
と
う藤　

清せ
い
い
ち一
さ
ん（
金
井
）

元　

茨
城
県
警
部

瑞
宝
双
光
章

生な
ば
た
め

天
目
一か
ず
し司

さ
ん（
泉
）

元　

２
等
陸
佐

瑞
宝
単
光
章

川か
わ
ま
つ松　

喜き
い
ち一
さ
ん（
池
野
辺
）
元　

茨
城
県
警
部
補

瑞
宝
双
光
章

久く

じ慈
林ば
や
し

誠せ
い
い
ち一

さ
ん（
旭
町
）

元　

茨
城
県
農
地
局
技
監
兼

　

水
戸
土
地
改
良
事
務
所
長

瑞
宝
双
光
章

安あ

み見　

廸み
ち
お生
さ
ん（
本
戸
）

元　

公
立
小
学
校
長

（
茨
城
県
）

瑞
宝
双
光
章

稲い
な
だ田　
　

實み
の
る

さ
ん（
南
吉
原
）
元　

公
立
中
学
校
長

（
茨
城
県
）
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